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研究成果の概要（和文）：本研究は、精神障害者の生活機能に着目し、就労支援のポイントの把握と就労支援の
プログラムについて、前向き追跡調査による実証データから検証を行った。精神科デイケアや障害福祉サービス
事業所のサービス利用開始当初から生活機能に問題が少なかったものが就労した。精神障害者の就労支援を行う
ためには、精神症状に加え、生活機能を把握することが重要になる。診断名や障害にかかわらず、精神障害者の
就労支援には、「コミュニケーション」や「対人関係」の生活機能を高めるプログラム開発が求められることが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, focusing on the living functions of mentally disabled 
people, we examined the program of grasping points of employment support and employment support from
 a prospective survey. In order to support employment for people with mental disorders, it is 
important to grasp psychiatric symptoms and living functions. It was suggested that programs to 
raise daily function of "communicating" and  developing "relationships with others" are required for
 employment support for mentally disabled persons regardless of diagnosis name and obstacle.

研究分野： 社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 我が国の精神保健福祉施策は地域ケアへ
の移行が進められ、長期入院患者の退院支援
や、精神科救急や急性期治療病棟、アウトリ
ーチ型サービスの充実によって在院日数の
短縮化が進められている。就労においても、
精神科デイケアにおけるリワークプログラ
ムの進展や、障害福祉サービス事業所で先駆
的な取り組みが行われており、標準化された
質の高い就労支援モデルの呈示が求められ
ている。 
 精神障害者の就労にとって、就労に至るま
での医療・福祉的な支援を最小限の時間で提
供することは、より多くの精神障害者に対し、
就労支援サービスを提供することにつなが
る。精神科デイケアや障害福祉サービス事業
所の利用開始時から客観的な指標を用い就
労の可能性を予測することの意味は極めて
重要である。 
 しかしながら、精神障害者の就労支援や社
会復帰に関する先行研究では、現在まで理論
的考察は行われているとは言い難く、就労可
能性については標準化された評価基準がな
い。実践報告による積み重ねや、経験的な事
例検討が中心であり、実施者バイアスの問題
は避けられず、結果を一般化することには限
界があった。これまでも精神症状や生活技能
については、様々な尺度が用いられてきてい
るが、いずれも評点を一致するまでに費やす
時間や記載時の労力、さらに医療か福祉かに
よって提供されるサービスの内容や種類が
違うため、精神障害者の就労支援に関して同
じ指標が利用されるに至っていない。そのた
め精神障害者の適切な就労支援には、精神症
状や生活技能のアセスメントと、精神症状や
生活技能に見合った科学的かつ合理的な支
援（サービス提供）の検討が必要不可欠であ
る。 
 これまで本研究班では、国際生活機能分類
（ICF；International Classification of 
Functioning, Disability and Health）を基
に、精神障害者の精神症状および生活技能を
簡便に測定でき、就労の可能性を予測する
「就労支援アセスメントツール」を開発に着
手し、その途中経過を報告してきた。さらに、
本研究では「前向き追跡調査」から、就労に
必要な能力と求められる支援を明らかにし、
今後の科学的かつ合理的な就労支援プログ
ラムと評価指標について検証を行う。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、精神障害者の精神症状および生
活技能から就労の可能性を予測し、追跡調査
から就労に必要な能力と求められる支援を
明らかにすることで、今後の就労支援プログ
ラムを検討することを目的とする。この目的
を達成するために、以下の４つの視点から研
究を進める。１）精神障害者（統合失調症）
の精神症状、生活技能から就労可能性を予測
できる「就労支援アセスメントツール」の開

発と検証、２）医療・福祉サービスの就労支
援の実態把握、３）就労の有無に影響を与え
る要因の解明、４）実証データに基づく科学
的かつ合理的な就労支援プログラム（マニュ
アル）の検討である。  
 
３．研究の方法 
（１）調査対象と方法 
 精神障害者の支援を行っている通所サー
ビス機関（医療系・福祉系）の患者・利用者
について郵送による質問紙調査を実施した。
Ａ県内の政令指定都市であるＢ市とＢ市近
隣４市町の精神障害者の支援を行っている
精神科デイケア、障害福祉サービス事業所、
地域活動支援センターに対し、対象者の選定
と調査表の記入を就労支援担当者に依頼し
た。これまで調査実施中である施設および対
象者に関して、サービス・支援量の把握を行
い、さらに新規登録施設を拡大、調査対象者
を増加させた上で、前向き追跡調査を継続し
て行った。 
具体的には、就労支援アセスメントツール

として、『精神障害者就労支援尺度：JSM-ICF
（Job Support scale for people with Mental 
disorders-ICF）』を援用した。ICF 構成要素
から開発した JSM-ICF は、『A:全般的精神機
能』10 項目、『B:一般的な課題と要求』7 項
目、『C:コミュニケーション』3 項目、『D:運
動・移動』1 項目、『E:セルフケア』2 項目、
『F:家庭生活』2 項目、『G:対人関係』13 項
目、『H:主要な生活領域」1 項目の 8 領域 39
項目からなり、回答は ICF の第１評価点と同
様に機能障害の程度を困難なし、軽度困難、
中程度困難、重度困難、完全な困難の５段階
評価とし、当該機関の就労支援担当者が記入
を行う。なお、本研究における就労の定義は、
「対象期間内に上位のサービスに移行した
者、および一般就労した者（リワークを含
む）」とした。 
  
（２）分析 
対象者は、調査期間中にサービス利用を開

始した者で、①年齢が 18 歳以上 65 歳未満の
者、②持続的に障害をもたらしている主たる
診断名が ICD-10 のＦ２～Ｆ５に該当する者
とした。但し、③認知症、物質による精神障
害、人格障害、精神遅滞を合併している者は
除外した。 
追跡期間は、サービス提供や支援計画の標

準的な単位期間とされる開始から180日迄と
し、プライマリアウトカムを就労に設定した。
その上で、A:「180 日以内で就労、またはサ
ービスを移行した者を就労群」、B:「180 日以
内で就労せず、同じサービスを継続している
者を非就労群」とし２群に分け、JSM-ICF に
関連する変化について検討を行った。 
 分析にあたって、サービス利用時間および
診療回数について、調査開始時から調査終了
まで同じ利用が続くものとして算出した。5



段階評価である JSM–ICF を、困難がないもの
を「困難なし」、軽度困難、中程度困難、重
度困難、完全な困難があるものを「困難あり」
とし、2段階評価とした。 
非就労群と就労群との2群の比較について、

正規性のない連続変数にはMann-WhitneyのU
検定を、名義変数にはカイ二乗検定を用い、
JSM–ICFについては、従属変数を就労群を1、
非就労群を 0とし、独立変数に JSM–ICF の２
段階評価値を投入し、単変量ロジスティック
回帰を行った。 
 
（３）倫理的配慮 
調査対象となった患者・利用者に対して、

本研究の目的、回答内容の守秘をそれぞれの
機関の就労支援担当者から説明し、同意を得
た。調査票は ID を用い、匿名加工情報とし
て取り扱った。調査票は無記名で研究代表者
へ返送することとし、個人が特定されないよ
う配慮し、統計的に処理を行った。本研究は
東北文化学園大学研究倫理審査委員会の承
認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（１）対象者の属性 
対象者は、調査の同意が得られた 18 施設

143 名であった。このうち追跡不能な者、主
たる障害が精神障害以外の者である 17 名を
除外した 126 名を分析対象者とした。 
就労群は 36 名であり、一般就労 26 名、サ

ービス移行 10 名であった。就労群と非就労
群の間に有意な差があったものは、性別で男
性 83 名（65.9％）、診断名は統合失調症 64
人（50.8％）、精神保健福祉手帳所持（有）
81 名（64.3％）であった。障害支援区分（有・
無）、障害年金受給（有・無）、就労経験（有・
無）において有意な差はなかった。就労期間
及び福祉･医療サービスの利用時間合計で有
意な差はなかった。 
 
（２）サービス終了後の JSM–ICF のスコアか
らみた就労に関する生活機能 
サービス終了時に有意差があった質問項

目の領域は『A:全般的精神機能』、『D:運動・
移動』、『G:対人関係』の 4 領域 9 項目であ
った。『B:一般的な課題と要求』『C:コミュ
ニケーション』『E:セルフケア』『F:家庭生
活』『H:主要な生活領域」の８領域 30 項目
に有意な差はなかった。 
以下に、サービス終了時における領域別の

ICF 第一レベルの領域と質問項目とオッズ比
[95％信頼区間（CI）]を示す。オッズ比は、
就労のし易さを示している。 
『A:全般的精神機能』領域で有意な差があ

ったものは 10 項目中４項目（40.0％）であ
り、「何かに取り組む意欲をもてる」が

2.85[1.36‐6.44]であった。「物事に集中で
きる」は、3.81[1.71‐8.36]であり、「他の
ことにも注意を払うことができる」は、
2.31[1.06‐5.15]であり、「自分の判断で物
事を決定できる」は、3.72[1.65‐8.97] で
あった。 
 『D:運動・移動』領域で有意な差があった
ものは１項目中１項目（100.0％）であり、「公
共の交通機関を使うことができる」が、
7.68[2.13‐49.34]であった．移動に必要な
公共交通機関等の利用に困難がないことが、
就労に求められた。 
『G:対人関係』領域で有意な差があったも

のは 13 項目中４項目（53.8％）で、「目くば
せやうなずきなど適切な非言語的コミュニ
ケーションがとれる」が 2.72[1.20‐6.52]、
「対人関係において感情コントロールがで
きる」2.91[1.32‐6.65]、「社会のルールに
従って人間関係を保てる」が 2.50[1.13‐
5.76]、「適切な近所付き合いができる」が
4.95[2.17‐12.02]であった。就労に必要な
生活機能は、集団のなかでのコミュニケーシ
ョンである会話や討論よりも、特定の相手と
の関係性や付き合いが重要であると思われ
る。状況が固定された場面でのコミュニケー
ションが阻害さていなければ、就労が可能に
なると考えられた。 
生活機能に困難が少ない者が就労し易か

った。通所系サービスを利用している精神障
害者の就労には、コミュニケーションや対人
関係に着目した生活機能のアップが就労支
援のポイントであった。その一方で、 生活
機能が困難が大きい統合失調症患者の中に
も就労を開始するものがおり、より時間を必
要とする就労者についてのフォローアップ
が必要であると思われた。 
 
（３）今後の研究課題 
 改正障害者雇用促進法により、障害者の雇
用は増加し、特に精神障害者の就労実績が伸
びている。福祉的就労についても、障害者総
合支援法によって、多種多様な就労支援を展
開する障害福祉サービス事業所が開設され
てきている。 
 通所サービス機関（医療系・福祉系）での
本人の能力を高める支援に加え、精神障害者
を雇用する事業所が生活機能の障害を理解
し、職場環境を整備していくことが必要であ
る。精神障害者の雇用には、より詳細な配慮
が求められる。精神障害者の就労者をさらに
増やすためには、雇用支援施策の充実強化を
するとともに、 一人ひとりに応じた職業準
備性を高めるプログラムの提供が必要であ
る。実効性のある精神障害者の就労支援プロ
グラムの効果研究の実施が今後の課題であ
る。 
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